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① 梅酢ポリフェノール素材：
　 廉価ポリフェノール素材150トン（3億円）、飲料及び
　 末端食品（健康パンや蒲鉾）
② クエン酸発酵柿酢：
　 県内の酒造メーカ及びJA等で販売、約15トン（1－２千万円）

① 梅酢関連商品への用途拡大：
　 機能性食品素材（１０億円）、
　 化粧品素材（５億円）、
　 飼料関係（家畜・養殖魚ブランド化）（１０億円）
② クエン酸発酵柿酢：機能性食品（５億円）

【梅酢からポリフェノール量産化技術の確立及び
機能性の解明】
　和歌山県内で年間約16,000トン副生している梅酢から梅酢
ポリフェノールを工業的に精製取得する生産プロセスを確立しま
した。梅酢ポリフェノールの各成分の構造決定にも着手し、主要
成分の同定を進めその主成分を明らかにしました。また、得られ
た梅酢ポリフェノールを用いた動物試験において骨粗鬆症改善、
肥満抑制、抗疲労、降圧効果等を明らかにしました。

① 梅酢ポリフェノール素材
　　梅酢を有効活用するために、梅酢に含有するポリフェノール
　を大量抽出・精製・粉末化する量産化技術を開発し（特許第
　5282932号）、機能性食品素材を開発しました。本素材を用
　いた動物試験で梅酢の潜在的な機能効果を見出すことに成功
　しました。本素材は現在機能性食品素材として、飼料から飲料
　及び食品の広い範囲で応用開発が進んでいます。

② クエン酸発酵柿酢
　　富有柿と平核無柿の果皮の構造、特性を詳細に解明し、酵素
　剥皮技術を確立しました。柿のクエン酸発酵については、探
　索した焼酎用の麹菌の中から極めて高選択率でクエン酸が得
　られる有望菌を見出し、事業化を目指して商品としての有用
　性確認と工業的生産技術に着手しています。柿由来機能性成
　分も含有されており、今後は機能性表示食品を検討予定です。

梅酢ポリフェノール及び
クエン酸発酵柿酢の研究・開発

① 梅酢ポリフェノール素材

② クエン酸発酵柿酢

和歌山の特産果実と独自技術を活用した
新機能性食品・素材の開発

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…JA紀南、サッポロ飲料、プラム食品、花王、
　　中野BC　ほか
学…近畿大学、京都大学、和歌山大学、
　　和歌山県立医科大学　ほか
官…和歌山県工業技術センター、
　　和歌山県うめ研究所　ほか

URL.http://www.yarukiouendan.jp/
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本事業のねらい
　和歌山県では、生産量シェア日本一の果実の中で梅と柿を取り上げ、その付加価値化を目指します。梅は、
未利用梅酢から健康増進作用のある機能性成分の工業的抽出技術開発と生体機能性の評価、梅果実の香気
成分・色素成分の活用技術開発、機能性成分を高める栽培技術開発を行います。柿の加工技術としては次世代
型剥皮技術の開発、クエン酸発酵による新果実飲料の開発、一次加工果実の新規安全性・管理技術の開発を
行います。

○低ノイズLED照明スイッチング電源　
○窒素ドープZnOナノ粒子（サンプル販売）　
○ZnOエピタキシャル基板、導電性ZnOナノ粒子（製品化予定）
○試作品10件　塗布型LED、LED照明装置、排水浄化装置、
　ZnO系スパッタリングターゲット、医療食品用蛍光剤など

○照明装置国内市場規模１兆２５００億円
○エピタキシャル基板　
　平成33年には売上１億円見込み

【酸化亜鉛（ZnO）薄膜成長・ナノ粒子生成技術と光機能性
 デバイスの開発】
　島根大学が開発した窒素ドープZnOナノ粒子と有機金属気相
成長法(MOCVD)によるZnO薄膜成長技術を基盤とした光機能
性デバイスの基礎技術を進展させました。現在、ZnOエピタキ
シャル基板と導電性ZnO粒子の事業化を検討中です。

① 次世代照明デバイス・応用製品の開発
　　将来、蛍光灯より安価な超低コスト次世代照明装置として
　期待できる窒素ドープZnOナノ粒子を用いた塗布型紫外線
　LEDの開発に成功しました（写真①）。また、既存LED照明装
　置では、光源の熱設計により器具効率100lm/W以上の一般
　照明用照明装置の製品化が可能になりました。更に、低ノイズ
　LED照明スイッチング電源の製品化（写真②）や、繊維状TiO2
 （二酸化チタン）光触媒と高強度紫外線LED光源を用いた水質
　浄化装置の試作を行いました。

② 光エコデバイス用透明導電膜の開発
　　パルス放電焼結法を用いて特性劣化がおきにくいターゲッ
　トとスパッタリング法によるトップレベルの低抵抗ZnO系透
　明導電膜を試作し、地域企業との連携を深めました。

③ ZnOナノ粒子による医療・食品応用技術の開発
　　ZnOナノ粒子によるがん、食肉内の脂質用の蛍光標識剤、
　DNA検出感度を高めるマイクロチップ等を開発しました。こ
　れらの成果は島根大学附属病院との連携に進展しています。

本事業のねらい
　島根大学の独自技術である酸化亜鉛のナノ粒子や酸化亜鉛薄膜により照明デバイスを試作し、次世代照明
の開発に向けた取組を推進します。あわせて、酸化亜鉛や酸化チタンを用いた太陽電池やタッチパネルに用い
られる次世代透明導電膜、酸化亜鉛ナノ粒子を用いたがん細胞や脂質を発見できる蛍光標識剤の開発を推進
し、地域の材料・デバイス・アプリケーション産業のクラスター形成に取り組んでいます。

和歌山県紀北紀中エリア

製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等 製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等

次世代照明デバイス・応用製品の開発

① ZnOナノ粒子塗布型紫外線LEDの試作に成功

② スイッチング電源システム製品化事例

環境にやさしい材料を用いた次世代照明デバイス・
新エネルギー関連技術による新産業の創出

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…日立金属冶金研究所、

　　島根電子今福製作所、トリコン、

　　ヒカリ電子工業、ホシザキ電気、

　　山建プラント、松江土建　ほか

学…島根大学
官…島根県産業技術センターURL.http://www2.joho-shimane.or.jp/area/index.html
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宍道湖・中海エリア

事業成果事業成果事業成果 事業成果事業成果事業成果
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